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雪
国
の
知
恵
を
象
徴
し
、
上
越
市
の
歴
史
文
化
を
代

表
す
る
雁
木
町
家
の
価
値
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
と
保
存

に
向
け
た
取
組
、
今
後
の
方
針
を
聞
き
た
い
。

　
　

雁
木
町
家
が
連
坦
す
る
街
並
み
は
、
江
戸
時
代
か
ら

受
け
継
が
れ
た
歴
史
・
文
化
資
産
で
あ
り
、
観
光
資
源
で

も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
雁
木
整
備
事
業
補
助
金
で
新
築
55

件
、
修
繕
１
０
２
件
、
段
差
解
消
12
件
を
支
援
し
て
お
り
、

旧
今
井
染
物
屋
や
町
家
交
流
館
高
田
小
町
は
町
の
拠
点

と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
今
後
は
、
保
全
条
例
や
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
の
検
討
も
進
め
て
い
く
。

雁
木
町
家
の
防
火
対
策
は

　
　

令
和
６
年
に
本
町
で
３
件
の
火
災
が
発
生
し
た
が
、

住
民
の
安
全
を
守
る
た
め
、
市
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
た

防
火
・
消
防
対
策
に
つ
い
て
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

　
　

上
越
地
域
消
防
局
と
市
消
防
団
は
、
消
防
・
避
難
訓

練
を
実
施
し
、
住
民
43
人
が
参
加
し
た
。
避
難
体
制
や
延

焼
防
止
を
再
確
認
し
た
が
、
高
齢
者
な
ど
要
支
援
者
の
迅

速
な
避
難
が
課
題
と
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
防
災
訓
練

を
重
ね
て
地
域
消
防
力
の
向
上
を
図
り
た
い
。

　
　

住
宅
用
火
災
警
報
器
や
連
動
型
火
災
警
報
器
に
係

る
補
助
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
、
考
え
を
聞
き
た
い
。

　
　

住
宅
用
の
警
報
器
設
置
率
は
94
％
で
全
国
平
均
を

上
回
っ
て
い
る
が
、
連
動
型
は
設
置
が
義
務
で
は
な
い
た

め
把
握
し
て
い
な
い
。
現
時
点
で
補
助
制
度
は
検
討
し
て

お
ら
ず
、
防
火
・
消
防
対
策
に
注
力
し
て
い
く
。

　
　
「
越
後
田
舎
体
験
事
業
」
の
事
務
局
が
、
上
越
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
と
な
っ
て
２
年
が
経
過
す
る
。
こ

の
事
業
は
、
交
流
人
口
拡
大
も
含
め
、
重
要
な
事
業
と
考

え
る
が
、
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　

当
市
の
農
山
漁
村
地
域
に
お

け
る
「
な
り
わ
い
」
の
一
つ
に
な

り
得
る
事
業
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
上
越
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
協
会
の
持
つ
多
様
な
ノ
ウ
ハ
ウ

を
い
か
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
等
の
新
た
な
ニ
ー
ズ
発
掘
に

も
意
を
用
い
な
が
ら
、
受
入
れ
人
数
の
拡
大
に
努
め
る
。

ま
た
、
上
越
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
の
組
織
強
化
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

郷
人
会
の
支
援
を

　
　
「
東
京
浦
川
原
会
」
の
よ
う
な
故
郷
上
越
を
想
う
団

体
が
、
会
員
と
役
員
の
高
齢
化
や
減
少
等
に
よ
り
解
散
を

迫
ら
れ
て
い
る
。
郷
人
会
の
交
流
が
続
く
よ
う
に
、
市
と

し
て
何
か
支
援
で
き
な
い
か
。

　
　

会
員
数
の
減
少
な
ど
の
課
題
を
抱
え
る
郷
人
会
の

現
状
等
を
鑑
み
、
令
和
６
年
４
月
に
ふ
る
さ
と
応
援
室
を

設
置
し
、
首
都
圏
で
の
魅
力
発
信
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強

化
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
る
。
今
後
も
各
区
の
郷
人

会
と
連
携
を
密
に
し
て
、
会
の
自
主
性
を
尊
重
し
な
が

ら
、
組
織
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
取
組
等
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

　
　

減
税
に
よ
り
手
取
り
が
増
え
る
制
度
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
こ
の
政
策
は
評
価
す
べ
き
も
の
と
考
え
る

が
、
一
方
で
相
応
の
税
収
減
と
な
る
こ
と
も
指
摘
を
さ
れ

て
い
る
。
報
道
に
あ
る
よ
う
に
現
行
の
１
０
３
万
円
か
ら

１
７
８
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
場
合
、
１
０
３
万
円
の
壁
撤

廃
が
当
市
に
も
た
ら
す
影
響
は

ど
の
程
度
か
、
地
方
交
付
税
と

住
民
税
双
方
の
観
点
か
ら
聞
き

た
い
。
ま
た
、
減
収
が
子
育
て

政
策
な
ど
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
低

下
に
つ
な
が
る
こ
と
は
な
い
か
。

　
　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

減
収
と
な
ら
な
い
仕
組
み
が
備

わ
っ
て
お
り
、
直
ち
に
地
方
自

治
体
の
税
収
減
に
は
な
ら
な
い
。

住
民
税
に
つ
い
て
は
、
減
収
分

の
３
／
４
は
普
通
交
付
税
で
補

填
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い

る
が
、
１
／
４
に
当
た
る
７
・

５
～
10
億
円
は
減
収
と
な
る
見

込
み
で
あ
る
。
市
長
公
約
と
し

て
掲
げ
た
子
育
て
支
援
な
ど
の

取
組
に
影
響
が
生
じ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
引
き
続
き
国
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
。

　
　

大
潟
工
業
団
地
に
お
け
る
整
備
の
進
捗
状
況
と
、
今

後
の
需
要
見
込
み
は
ど
う
か
。

　
　

一
部
の
地
権
者
か
ら
理
解
を
得
ら
れ
て
い
な
い
が
、

用
地
取
得
に
向
け
て
丁
寧
に
説
明
を
重
ね
て
い
く
。
整
備

手
法
に
よ
っ
て
部
分
的
な
分
譲
が
可
能
か
を
検
討
し
、
企

業
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
毎
年
約
４
ha
の

分
譲
実
績
を
踏
ま
え
る
と
、
大
潟
工
業
団
地
分
譲
後
に
お

い
て
も
事
業
用
地
の
不
足
が
懸
念
さ
れ
、
新
た
な
工
業
団

地
の
需
要
は
極
め
て
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

黒
井
藤
野
新
田
線
の
沿
線

は
、
新
規
工
業
団
地
と
し
て
最

も
潜
在
的
な
魅
力
が
高
い
地
区

で
は
な
い
か
。

　
　

立
地
の
優
位
性
の
観
点
か

ら
、
交
通
の
利
便
性
に
優
れ
た

場
所
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
の
新
設

　
　

令
和
５
年
６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
で
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
場
の
専
用
コ
ー
ト
の
新
設
を
求
め
た
と
こ

ろ
、
整
備
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
と
し
た
が
、
そ
の
結
果

は
ど
う
か
。

　
　

福
祉
交
流
プ
ラ
ザ
広
場
が
適
し
た
コ
ー
ト
な
の
か
、

試
行
的
に
競
技
し
て
き
た
。
専
用
コ
ー
ト
と
し
て
適
地
で

あ
れ
ば
令
和
７
年
度
予
算
に
反
映
し
、
整
備
を
進
め
て
い

き
た
い
。

大
島　
美
香
（
久
比
岐
野
）

雁
木
町
家
の
価
値
保
全
を

石
田　
裕
一
（
み
ら
い
）

越
後
田
舎
体
験
事
業
で

交
流
人
口
拡
大
を
！

熊
倉　
隆
将
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

１
０
３
万
円
の
壁
撤
廃
の

効
果
と
影
響
は
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大島区嶺「農業体験」
神奈川県川崎市の中学生


